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1．背景と目標 

CFRP)は比強度が高く、軽量化が求められる航空機や自動車

などで近年需要が拡大している。しかし、難削材であり、加工コ

ストが高く、孔加工では，特殊工具や加工のノウハウを必要とす

ることが、普及のネックとなっている。岐阜大学では、ブラストを

用いて孔加工を行う技術を開発し、実用化に向け低コスト化の改

良研究中である。そのため、加工に用いる使い捨てマスクを再

利用できるものにできないか研究した。 

 

2．ブラスト加工の特徴と課題                   

 

 

 

 

 

 

 

 

         ブラストの概略        現状のマスク製作工程 

 

3．実験方法 

難削材【ステンレス・チタ

ン・ボロンカーバイド

（B4C）でマスクを作製。 

繰返しブラスト加工試験

を実施し各マスク材の形

状と加工孔精度を評価。 

 

  4．実験結果 

 

 
 
 
 
 

 

  

 

 

5． 考察とまとめ 

(1)マスクの摩耗は厚さ方向とエッジ部で損傷メカニズムが異な

り、厚さ方向は塑性変形の繰返しとクラックによる損傷、エッ

ジ部は切削による損傷が生じた。 

(2)摩耗しない材質を検討するには、使用砥粒より硬度と破壊靱

性値に優れる材質選定が必要で、B4C がこれに該当し、マスク

使用が 20 回に達しても摩耗せず、加工公差を満たした。 

(3)加工孔精度の比較から、長時間使える（耐摩耗性に優れた）

マスク材料は  

B4C＞SUS304＞純 Ti（TP270C）＞UHPE（プラスチック）の順。 

(4) B4C は耐摩耗性に優れるが、材料・加工コストが共に非常に

高く、実用的には SUS が適すると考える。 

使い捨てマスクが改善課題 

マスク材質の検討方法 

①切削による損傷（低角度衝

突） ②塑性変形の繰返しによ

る損傷（延性材における高角度

衝突） ③クラックによる損傷

（脆性材における高角度衝突） 


